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こんなことが出来ます！

プロトパナキサトリオール及びプロトパナキサジオールの少なくともいずれ
かを高濃度含有し、これら成分の安定性を高めた組成物、及び該組
成物を利用した安全性の高い飲食品を提供します。

【従来の問題点】
 プロトパナキサトリオールやプ
ロトパナキサジオールは抗炎
症・糖代謝調節など有用な生理
活性を有し、吸収性の点でサポ
ニンより優れる一方、構造的に
不安定あった（低pHの液剤で
は短時間で分解／粉末状態でも
常温以上で分解）。

【解決したポイント】
 プロトパナキサトリオールとパナキサ
トリオール、またはプロトパナキサジ
オールとパナキサジオールをそれぞれ
所定割合で含有することで、プロトパ
ナキサトリオールまたはプロトパナキ
サジオールの安定性を向上しました。
これらの成分を高含有かつ安定な組成
物が得られ、安全性の高い飲食品に応
用することができます。

技術の概要
• （Ａ）パナキサトリオール

及び
（Ｂ）プロトパナキサトリオールを含有し、
（Ａ）成分と（Ｂ）成分との質量比が、
（Ａ）／（Ｂ）≧１であることを特徴とする
飲食品、医薬品、又は医薬部外品。

• （Ｃ）パナキサジオール
及び

（Ｄ）プロトパナキサジオールを含有し、
（Ｃ）成分 と（Ｄ）成分との質量比が、
（Ｃ）／（Ｄ）≧１であることを特徴とする
飲食品、医薬品、又は医薬部外品。

発明者からのメッセージ

血糖値をケアするためのタブレット、ソ
フトカプセルタイプのような製品をお考
えの企業様、医薬品に準じる製造設備を
保有し、OEM事業を営む企業様、健康食
品事業へのご参入をご検討されている企
業様、植物抽出物の取扱い経験を有する
企業様において活用されることを期待し
ています。
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